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（５・６月の活動記録）
5/10 農業委員会役員会 ･別段面積検討委員会 
20･ 21 長野県 19市農業委員会協議会総会 ( 大町市 )
24 農業委員会総会 ･農業者年金学習会
29 ＪＡ北信州みゆき第 15回通常総代会
30 平成 25年度全国農業委員会会長大会（東京 )
6/7 農業委員会役員会
26 農村女性との懇談会

農業委員会総会・麦畑視察

あ
し
あ
と

　18年目を迎えた「ふれあい朝市」が 6月 2日（日）
に飯山駅前の雪と寺の町シンボル広場で始まりまし
た。
　開催に先立ち、松嶋会長のあいさつ、来賓祝辞の
足立市長・宮本県議・松永農業委員会長・相馬農業

改良普及センター所長の後に
朝市開始の合図で、朝市販売
がスタート。
　前の週のアスパラまつりで
の PR 効果もあり、会員のお
母ちゃんたちが朝どりしたア
スパラを始め様々な野菜等
は、15 分もしないうちにほ

とんどが完売となりました。
　朝市初回は、お母ちゃんたちが握ったおにぎりと
みそ汁のサービスがあり、買い物を終えた方々がお
ふくろの味を堪能し
ていました。
　11 月 3 日 ま で
毎週日曜日の朝に
開催される朝市をぜ
ひ一度、覗いてみて
ください。

 

あ
ぜ
道
だ
よ
り

　

6
月
26
日
、
農
村
女
性
と
農

業
委
員
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
農
村
女
性
連
絡
会
・JA

北

信
州
み
ゆ
き
女
性
理
事
・
農
業
委

員
・
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・

飯
山
市
関
係
職
員
の
約
40
名
の

参
加
者
で
す
。
農
村
女
性
連
絡
会

か
ら
の
参
加
者
の
多
く
は
、
市
内

で
農
業
を
営
む
女
性
で
自
ら
の
農

産
物
や
地
元
の
農
産
物
を
使
い
、

調
理
・
加
工
し
て
販
売
し
て
い
る

「
小
さ
な
加
工
所
」
の
方
々
で
す
。

　

前
段
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
信
州
・

川
中
島
平
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』
の
宮

崎
愛
子
代
表
理
事
に
講
演
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

年
々
減
少
す
る
川
中
島
白
桃

を
残
し
た
い
！
と
の
思
い
か
ら
平

成
21
年
「
白
桃
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
地
域
住
民
が
立
ち
上
げ
、

川
中
島
白
桃
の
ジ
ャ
ム
を
製
造
・

販
売
。
23
年
に
法
人
化
し
、
現
在

は
白
桃
に
続
き
銀
杏
・
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
・
カ
シ
ス
・
葡
萄
・
き
の
こ
・

野
菜
な
ど
の
加
工
・
販
売
と
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

 

事
業
拡
大
・
展
開
が
出
来
た
の

は
、地
域
住
民
＝
幅
の
広
い
年
代・

多
種
多
様
な
異
業
種
の
面
々
が

立
上
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
製
造
か

ら
販
売
ま
で
農
家
・
製
造
・
公
告
・

物
流
・
代
理
店
・
バ
イ
ヤ
ー
・
デ

ザ
イ
ン
等
、
其
々
の
プ
ロ
を
メ
ン

バ
ー
に
引
き
入
れ
た
事
に
あ
る
と

い
う
。
国
や
県
の
補
助
金
も
活
用

し
、
多
く
の
人
を
巻
き
込
み
な
が

ら
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
其
々
の
「
小
さ

　飯山市農業委員会では今年も農地利用状況調査と合
わせ「農地パトロール」を実施します。
　これは、食料自給率向上に向け、農地面積の減少を
食い止め、良好な農地を確保するため全国一斉に行わ
れるもので、８月～１１月の間が全国統一の「農地パト
ロール月間」として設定されています。
　農地は一度荒れてしまうと、復旧には多くの時間と費
用が掛かります。また、雑木や雑草が生い茂り、病害虫
の発生や不法投棄を誘発し、周辺農地や近隣住民に迷
惑が掛かります。遊休農地化の防止にご協力をお願い
します。
　なお、農地をお持ちの方で耕作ができなくなった場合、
地元の農業委員や市役所内の農業委員会事務局へご相
談ください。

 

六
次
産
業
化　

地
域
農
業
再
生
の
鍵
は
・
・
・

農
村
女
性
と
の
懇
談
会

最
近
思
っ
た
事　

　
「
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情

に
棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
」
ま
っ
た

く
こ
の
と
お
り
で
す
。

　

5
月
13
日
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に

関
す
る
全
国
大
会
が
信
濃
町
で
あ

り
、
そ
の
中
の
基
調
講
演
で
北
イ

タ
リ
ア
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
中
心

に
し
た
ベ
リ
ー
類
の
生
産
販
売
を

行
う
（
日
本
の
い
わ
ゆ
る
農
協
と

は
内
容
が
か
な
り
違
う
と
思
わ
れ

る
）
協
同
組
合
の
活
動
に
つ
い
て

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
生
産
（
品

種
の
指
定
、
施
肥
、
消
毒
等
の
栽

培
方
法
）
か
ら
流
通
販
売
ま
で

し
っ
か
り
管
理
さ
れ
て
お
り
、
年

商
60
億
も
納
得
で
し
た
。
ま
さ
に

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
生
産
販
売
戦

略
）
の
実
践
で
す
。
日
本
の
流
通

大
手
が
農
業
分
野
に
進
出
す
れ
ば

（
す
で
に
進
出
し
て
い
る
が
）
こ
う

い
う
事
を
や
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
の

世
界
で
す
。
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム

の
中
で
は
生
産
者
は
歯
車
の
一
部

で
「
個
」
の
こ
だ
わ
り
の
で
き
な

い
決
め
ら
れ
た
作
業
を
や
る
だ
け

の
生
産
ラ
イ
ン
と
大
差
が
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
の
生
産
者
は
そ
れ
な
り

に
楽
し
そ
う
な
笑
顔
で
し
た
が

…
。
今
の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
中

心
の
世
界
経
済
の
中
で
経
済
農
業

が
生
き
残
る
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ

り
、
最
先
端
？

　

し
か
し
農
業
は
自
然
相
手
で

あ
り
、
気
象
状
況
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
生
産
を
知
恵
と
経
験
等
で

克
服
す
る
の
が
本
来
の
姿
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。
生
き
る
た
め
の
食

べ
物
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
自
負

が
お
金
（
銭
）
よ
り
大
切
な
よ
う

に
思
う
の
で
す
が
…
。

追
記

　

畦
道
：
田
と
田
の
間
の
細
い
道
。

う
〜
ん
、
こ
れ
っ
て
そ
ろ
そ
ろ
死

語
？

　

妻
曰
く
こ
れ
っ
て
ど
う
い
う
ふ

う
に
料
理
し
て
食
べ
れ
ば
い
い
の
。

「
こ
れ
」
は
Ｍ
県
Ｍ
市
産
の
Ａ
４
ラ

ン
ク
の
お
肉
で
す
。

　

ぜ
ん
ま
い
の
食
べ
方
。
切
ら
ず

に
味
付
け
し
た
も
の
を
「
そ
ば
」

の
よ
う
に
食
べ
る
。
一
本
一
本
と

か
一
粒
一
粒
で
な
く
、
あ
る
程
度

ま
と
め
て
食
べ
る
事
を
「
そ
ば
」

の
よ
う
に
食
べ
る
と
言
い
ま
し
ょ

う
。

　　――今年もやります！――
　　お母ちゃんたちのふれあい朝市
6月 2日から毎週日曜日　朝 6時 30 分から

柳原地区農業委員
小嶋秀典

 

農
業
委
員
会
で
は
6
月
26
日
に

小
麦
の
試
験
栽
培
状
況
を
確
認

す
る
現
地
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

小
麦
の
試
験
栽
培
は
、
遊
休

農
地
対
策
の
新
た
な
作
物
の
導
入

に
向
け
て
、
23
年
度
か
ら
農
業
生

産
法
人
「
株
式
会
社
と
ざ
ま
」
が

24
年
度
か
ら
「
農
事
組
合
法
人

や
な
ぎ
は
ら
」
が
そ
れ
ぞ
れ
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　

外
様
地
区
、
柳
原
地
区
で
試

験
栽
培
さ
れ
た
小
麦
は
ど
ち
ら

も
順
調
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
畑
で
あ
れ
ば
排
水
対
策
を
実

施
し
な
く
て
も
降
雪
地
域
で
も
栽

培
が
で
き
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま

し
た
。

な
加
工
所
」
の
現
況
と
課
題
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
可
能
な
限
り
地
域

の
食
材
を
使
い
、
伝
統
食
に
留
ま

ら
ず
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
・
加
工

品
と
新

幹
線
開

業
を
視

野
に
入

れ
、
活
発

に
活
動

さ
れ
て
い

ま
す
。
そ

ん
な
中

で
、
大
き
な
課
題
は
2
つ
、
①
農

産
物
の
販
売
・
加
工
品
の
製
造
販

売
の
確
立　

②
人
手
不
足
と
後

継
者
の
問
題

『
儲
か
る
農
業
を
作
り
出
す
こ
と
』

に
尽
き
る
の
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
地
域
住
民
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
、
行
政
・
Ｊ
Ａ
か
ら
の
協

力
支
援
が
更
に
必
要
と
さ
れ
ま

す
。

　
　
　
　
（
農
業
委
員　
沼
田
）

　

収
穫
は
7
月
上
旬
を
予
定
し

て
お
り
、
収
量
は
10
ａ
当
り
3
百

Kg
前
後
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
収

穫
し
た
小
麦
は
全
て
Ｊ
Ａ
へ
出
荷

す
る
こ
と
で
、
経
営
所
得
安
定
対

策
の
交
付
金
の
対
象
に
な
る
見
込

み
で
す
。

　

今
後
は
、
地
元
の
小
麦
が
「
地

元
食
材
」
と
し
て
幅
広
く
使
わ
れ

る
様
に
作
付
面
積
を
広
げ
品
質

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

な
お
、
収
穫
時
期
が
梅
雨
時

期
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
天
候
に

よ
り
「
赤
か
び
病
」
の
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
麦
の
品

質
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

収
穫
に
適
し
た
期
間
内
で
収
穫

作
業
を
終
え
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
作
業
の
効
率
を
図
る
た
め
の

機
械
や
乾
燥
調
整
施
設
等
の
整

備
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　　――遊休農地化の防止を――
農地パトロール (農地利用状況調査 )を実施します

小
麦
試
験
栽
培
状
況
確
認　
　

現
地
研
修
会
を


